
は
じ
め
に

日
本
の
主
な
外
貨
獲
得
手
段
は
、
な
が
ら
く
貿
易
黒
字
で
あ
っ
た
が
、
近
年
そ
の
縮
小
が
続
き
、
代
わ
っ
て
投
資
収
益
が
そ
の
役

割
を
担
い
つ
つ
あ
る
。
貿
易
収
支
は
、
二
〇
一
一
年
以
降
赤
字
が
続
い
て
お
り
、
そ
れ
は
確
か
に
原
発
停
止
後
の
原
油
・
天
然
ガ
ス

輸
入
の
増
加
に
よ
る
が
、
貿
易
黒
字
の
縮
小
は
そ
れ
以
前
よ
り
始
ま
っ
て
お
り
、
製
造
業
の
海
外
移
転
を
背
景
と
す
る
よ
り
長
期
的

構
造
的
な
現
象
で
あ
る
。
そ
れ
を
相
殺
す
る
よ
う
に
増
加
し
て
い
る
の
が
、
投
資
収
益
収
支
の
黒
字
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
は
ど
の
よ

う
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
そ
の
源
で
あ
る
対
外
資
産
・
対
外
負
債
は
ど
の
よ
う
な
状
況
に
あ
り
、
そ
れ
は
諸
外
国
と
比

較
す
る
と
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
。
証
券
投
資
を
中
心
に
、
日
本
の
内
外
投
資
残
高
の
現
状
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

１
　
第
一
次
所
得
収
支
の
特
徴

図
表
１
は
、
日
本
の
経
常
収
支
の
状
況
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
貿
易
収
支
は
、
原
発
事
故
の
発
生
し
た
二
〇
一
一
年
以
降
赤
字

と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
以
前
の
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
お
い
て
す
で
に
、
貿
易
黒
字
の
縮
小
、「
第
一
次
所
得
収
支
（
旧：

所
得
収
支
。

そ
の
九
九
％
以
上
を
投
資
収
益
収
支
が
占
め
る
）
（
１
）」

の
増
加
傾
向
は
顕
著
で
あ
る
（
図
表
２
）。
貿
易
黒
字
縮
小
の
背
景
に
は
製
造
業

の
海
外
移
転
、
中
国
な
ど
新
興
国
か
ら
の
輸
入
の
増
加
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
は
今
後
も
趨
勢
的
に
続
く
と
思
わ
れ
る
（
２
）。

で
は
、
日
本
の
第
一
次
所
得
収
支
に
は
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
の
か
、
米
国
と
比
較
し
な
が
ら
見
て
み
よ
う
。

（9）

内
外
証
券
投
資
の
収
益
と
残
高

伊
豆
　
　
久



（10）

図表１　日本の経常収支
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（出所）日本銀行時系列データより作成。

図表２　経常収支に占める貿易収支・第１次所得収支の比率（1996年～2010年）
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（出所）図表１に同じ。



図
表
３
、
４
を
見
る
と
、
ま
ず
、
日
米
と
も
に
受
取
り
超

過
（
収
支
黒
字
）
で
あ
る
が
、
日
本
は
「
受
取
り
額
」
が

「
支
払
い
額
」
の
三
・
四
倍
に
達
す
る
の
に
対
し
て
、
米
国

の
場
合
、
同
比
率
は
一
・
三
倍
と
小
さ
い
。
米
国
は
外
国
か

ら
の
投
資
受
入
れ
額
が
非
常
に
大
き
い
の
に
対
し
て
、
日
本

は
外
国
か
ら
の
投
資
の
受
入
れ
額
が
相
対
的
に
小
さ
い
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。

次
に
、「
受
取
り
」
の
内
訳
を
み
る
と
、
日
本
の
場
合
、

直
接
投
資
収
益
（
三
七
％
）
と
債
券
利
子
（
三
六
％
）
の
比

率
が
高
く
、
他
方
、
米
国
は
直
接
投
資
収
益
（
五
四
％
）
が

圧
倒
的
で
、
株
式
配
当
金
（
二
三
％
）
が
そ
れ
に
続
く
。
日

本
の
配
当
金
受
取
り
で
は
、
フ
ァ
ン
ド
か
ら
の
配
当
金
の
比

率
が
高
く
、
対
外
株
式
投
資
は
相
対
的
に
小
さ
い
。
機
関
投

資
家
が
外
国
の
個
別
株
式
に
大
量
に
投
資
す
る
と
い
っ
た
状

況
に
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

「
支
払
い
」
の
内
訳
を
み
る
と
、
日
本
は
株
式
配
当
金

（
四
〇
％
）
が
、
米
国
は
債
券
利
子
（
四
五
％
）
が
非
常
に

大
き
く
な
っ
て
い
る
。

（11）

（出所）図表１に同じ。
合計 206,525（100.0％）

受取り

292,971

収支
81,149

支払い
27,299 （31.6％）

（100.0％） 86,446（100.0％）

図表３　日本の第１次所得収支
（2015年、億円）

株式配当金 18,532 （6.3％） 34,370 （39.8％） －15,838（－7.7％）
投資ファンド配当金 46,583 （15.9％） 530 （0.6％） 46,053 （22.3％）
債券利子 104,719 （35.7％） 13,834 （16.0％） 90,883 （44.0％）
貸付・借入利子 10,595 （3.6％） 6,267 （7.2％） 4,329 （2.1％）
その他（預金利子等） 4,092 （1.4％） 4,146 （4.8％） －51（－0.0％）

直接投資収益 108,450 （37.0％） （39.3％）

（出所）Bureau of Economic Analysis, "International Transactions Tables," March 17, 2016. より作成。
合計 191,324 （100.0％）

受取り

783,077

収支
270,230

支払い
153,274 （25.9％）

（100.0％） 591,753（100.0％）

図表４　米国の第１次所得収支
（2015年、100万ドル）

株式配当金 178,286 （22.8％） 109,083 （18.4％） 69,203 （36.2％）
投資ファンド配当金 24,936 （3.2％） 28,458 （4.8％） －3,522 （－1.8％）
債券利子 115,935 （14.8％） 267,927 （45.3％） －151,992（－79.4％）
貸付・借入・預金利子 22,052 （2.8％） 12,418 （2.1％） 9,634 （5.0％）
その他 18,364 （2.3％） 20,593 （3.5％） －2,229 （－1.2％）

直接投資収益 423,504 （54.1％） （141.2％）



日
米
間
の
違
い
を
デ
フ
ォ
ル
メ
す
る
な
ら
ば
、
米
国
は
、

外
国
に
対
し
て
債
券
利
子
を
払
う
代
わ
り
に
直
接
投
資
収

益
と
株
式
配
当
金
を
受
け
取
っ
て
お
り
、
日
本
は
海
外
に

株
式
配
当
金
を
払
う
一
方
で
、
直
接
投
資
収
益
と
債
券
利

子
を
受
け
取
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
た
だ
し
、

日
本
の
過
去
一
〇
年
の
第
一
次
所
得
収
支
の
推
移
を
見
る

と
（
図
表
５
）、
債
券
利
子
収
支
の
比
率
が
低
下
す
る
一

方
で
、
直
接
投
資
収
益
収
支
と
配
当
金
（
株
式
＋
フ
ァ
ン

ド
）
収
支
の
比
率
が
上
昇
し
て
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
方

向
と
し
て
は
、「
米
国
型
」
に
向
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
一
次
所
得
収
支
は
、
対
外
投
資
・
対
内
投
資
か
ら
発

生
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
に
述
べ
た
日
本
と
米
国

の
第
一
次
所
得
収
支
の
特
徴
か
ら
、
米
国
の
内
外
投
資
は
、

米
国
債
券
市
場
へ
の
外
国
資
金
の
流
入
と
、
直
接
投
資
や

株
式
投
資
と
い
う
エ
ク
イ
テ
ィ
形
式
で
の
外
国
投
資
中
心

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
の
場
合
は
、
対
内
投
資
は
株

式
市
場
へ
の
外
国
資
金
の
流
入
（
株
式
市
場
に
お
け
る
外

国
人
投
資
家
比
率
の
上
昇
）
が
、
対
外
投
資
は
外
国
債
券

（12）

（出所）図表１に同じ。

図表５　日本の第１次所得収支
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市
場
へ
の
投
資
が
中
心
で
あ
る
と
推
測
で
き
る
。
米
国
の
場
合
、
ロ
ー
リ
ス
ク
・
ロ
ー
リ
タ
ー
ン
の
債
券
（
多
く
は
国
債
、
政
府
機

関
債
）
で
外
国
資
金
を
集
め
、
そ
れ
を
リ
ス
ク
資
産
に
転
換
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
日
本
は
、
製
造
業
等
の
直
接
投
資
に
よ
る
収
益

は
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
エ
ク
イ
テ
ィ
証
券
へ
の
投
資
で
は
、
外
国
株
投
信
等
の
フ
ァ
ン
ド
投
資
の
ウ
エ
イ
ト
が
高
く
、
株
式
へ

の
投
資
の
比
率
は
低
い
こ
と
が
わ
か
る
。

対
外
資
産
・
負
債
残
高
の
特
徴
を
、
日
米
に
、
ド
イ
ツ
、
中
国
を
加
え
て
比
較
し
て
み
よ
う
。

２
　
対
外
資
産
・
負
債
残
高
の
特
徴

図
表
６
は
、
日
本
と
米
独
中
の
対
外
資
産
・
負
債
残
高
の
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
資
産
・
負
債
の
額
を
比
較
し
て
み
よ
う
。
日
本
と
中
国
で
は
、
資
産
と
負
債
の
差
額
が
大
き
く
、
資
産
が
負

債
の
一
・
五
倍
程
度
あ
る
。
対
照
的
に
、
米
国
と
ド
イ
ツ
で
は
資
産
と
負
債
の
相
対
的
な
差
が
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
な
い
。
資
産
と
負

債
の
差
額
（
絶
対
額
）
の
正
負
は
、
純
債
権
国
（
純
債
務
国
）
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
、
そ
の
額
は
、（
概
念
上
）
経
常
収
支
黒
字

（
赤
字
）
の
累
積
額
に
等
し
い
。
し
か
し
、
資
産
と
負
債
の
相
対
的
な
大
き
さ
の
違
い
は
、
直
接
投
資
を
含
め
た
資
本
市
場
の
国
際

化
の
度
合
い
を
示
し
て
い
る
。
米
独
の
「
国
際
化
度
」
は
、
日
本
や
中
国
よ
り
も
高
い
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

以
下
、
各
国
の
資
産
と
負
債
の
構
成
の
特
徴
を
見
て
み
よ
う
。

（
１
）
日
本

日
本
の
資
産
・
負
債
の
特
徴
は
、
ま
ず
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
対
外
的
な
直
接
投
資
が
大
き
い
一
方
で
、
外
国
か
ら
日
本
へ

の
直
接
投
資
が
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
米
国
や
ド
イ
ツ
と
も
、
ま
た
、「
改
革
開
放
」
以
来
、
外
国
企
業
の
受
入
れ
を
進
め
て
き
た

（13）



（14）

図表６　各国の対外資産・負債残高
日本の対外資産（2015年末、949兆円） 日本の対外負債（2015年末、609兆円）

米国の対外資産（2015年末、23兆2083億ドル） 米国の対外負債（2015年末、30兆5651億ドル）

ドイツの対外資産残高（2014年末、7兆6449億ユーロ） ドイツの対外負債残高（2014年末、6兆4166億ユーロ）

中国の対外資産（2015年末、622億ドル） 中国の対外負債（2015年、462億ドル）
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（出所）日本：財務省、米国：BEA、ドイツ：ドイツ連邦銀行、中国：国家外貨管理局の統計より作成。



中
国
と
も
大
き
く
異
な
る
。
他
方
で
、
負
債
に
お
け
る
株
式
投
資
の
比
率
が
非
常
に
高
く
、
こ
れ
は
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
外
国
人
投
資

家
の
（
保
有
額
で
の
）
シ
ェ
ア
の
上
昇
を
示
し
て
い
る
。

ま
た
、
負
債
面
で
借
入
が
大
き
い
こ
と
も
重
要
な
特
徴
で
あ
り
、
対
外
投
融
資
の
一
定
割
合
が
、
ド
ル
の
短
期
借
入
に
よ
っ
て
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
円
の
国
際
化
が
進
ん
で
い
な
い
以
上
当
然
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
ジ
ャ
パ
ン
プ
レ
ミ
ア
ム

（
外
貨
借
入
時
の
金
利
の
上
乗
せ
）
な
ど
の
リ
ス
ク
が
と
も
な
う
。
他
方
で
、
日
本
は
、
外
貨
準
備
が
先
進
国
と
し
て
は
非
常
に
大

き
い
。
金
融
機
関
の
外
貨
繰
り
の
支
援
な
ど
の
た
め
に
、
日
銀
の
ド
ル
供
給
オ
ペ
と
並
び
、
一
層
柔
軟
な
運
用
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
貿
易
黒
字
が
縮
小
す
る
な
か
で
、
投
資
収
益
・
対
外
投
資
を
追
求
す
る
時
代
を
考
え
る
な
ら
、
円
安
と
輸
出
に
大
き
く
依
存

す
る
（
新
興
国
型
の
）
対
外
経
済
政
策
か
ら
の
脱
却
も
、
改
め
て
展
望
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
２
）
米
国

米
国
は
、
対
外
負
債
が
資
産
を
上
回
っ
て
お
り
七
兆
ド
ル
余
り
の
純
債
務
国
で
あ
る
。
四
〇
年
以
上
に
及
ぶ
貿
易
赤
字
の
結
果
で

あ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
図
表
４
で
見
た
よ
う
に
、
第
一
次
所
得
収
支
は
黒
字
で
あ
る
。
そ
の
謎
の
答
え
は
、
対
外
投
資
で
は

リ
タ
ー
ン
の
大
き
い
直
接
投
資
・
株
式
投
資
の
比
率
が
高
い
一
方
で
（
３
）、

対
外
負
債
で
は
利
回
り
の
低
い
国
債
や
政
府
機
関
債
の
比
率

が
高
い
点
に
あ
る
。
そ
れ
ら
債
券
は
、
新
興
国
な
ど
の
外
貨
準
備
の
主
た
る
運
用
先
で
あ
り
、
そ
の
低
利
回
り
は
米
国
の
国
際
通
貨

発
行
国
と
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で
あ
る
。
金
融
危
機
の
激
化
す
る
二
〇
〇
八
年
夏
、
米
国
政
府
が
、
フ
ァ
ニ
ー
メ
イ
等
を
救

済
・
国
有
化
し
た
理
由
の
一
つ
は
、
政
府
機
関
債
の
対
外
的
な
地
位
を
守
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
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（
３
）
ド
イ
ツ

ド
イ
ツ
の
最
も
大
き
な
特
徴
は
、
資
産
と
負
債
の
内
訳
が
非
常
に
よ
く
似
て
い
る
点
で
あ
る
。
総
額
の
差
が
小
さ
い
だ
け
で
な
く
、

そ
の
構
成
が
対
称
に
近
い
。
直
接
投
資
（
資
産
二
二
％
、
負
債
一
八
％
）、
株
式
投
資
（
と
も
に
一
〇
％
）、
債
券
投
資
（
二
三
％
、

三
一
％
）
な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
Ｅ
Ｕ
の
金
融
市
場
統
合
を
背
景
と
す
る
相
互
浸
透
型
の
活
発
な
資
本
移
動
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ

う
し
た
な
か
で
も
、
債
券
投
資
を
見
る
と
資
産
に
比
べ
て
負
債
が
大
き
く
な
っ
て
お
り
、
米
国
に
つ
い
て
述
べ
た
国
際
通
貨
機
能
と

同
様
の
メ
リ
ッ
ト
を
（
規
模
は
小
さ
い
な
が
ら
）
ド
イ
ツ
も
享
受
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
通
貨
は
統
一
さ
れ
た
も
の
の
、

国
債
市
場
は
統
合
さ
れ
て
お
ら
ず
、
と
り
わ
け
ユ
ー
ロ
危
機
以
降
、
逃
避
資
金
の
受
け
皿
と
し
て
ユ
ー
ロ
圏
そ
の
他
か
ら
の
資
金
が

流
入
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

日
米
と
比
較
し
た
ド
イ
ツ
に
お
け
る
も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
現
預
金
と
貸
付
（
借
入
）
の
比
率
が
高
い
こ
と
で
あ
る
（
日
本
の
借

入
比
率
に
つ
い
て
は
先
述
）。

国
際
的
な
資
本
取
引
に
お
け
る
銀
行
に
よ
る
資
金
仲
介
の
比
率
は
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
以
降
低
下
を
続
け
、
現
在
で
は
、
直
接

投
資
を
除
け
ば
、
証
券
市
場
を
通
じ
た
資
本
移
動
、
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
に
よ
る
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
（
リ
ス
ク
テ
イ
ク
）
が
大
半
を
占
め
て

い
る
。
一
九
八
二
年
の
債
務
危
機
、
そ
の
後
の
証
券
化
の
進
展
、
自
己
資
本
比
率
規
制
の
強
化
な
ど
が
原
因
で
あ
る
。
か
わ
っ
て
、

先
進
国
大
銀
行
の
外
国
進
出
で
は
、
新
興
国
リ
テ
ー
ル
銀
行
の
買
収
が
重
要
な
役
割
を
担
う
よ
う
に
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
ド
イ
ツ
を
見
る
と
、
銀
行
を
仲
介
と
す
る
貸
付
・
借
入
や
預
金
取
引
が
国
境
を
越
え
て
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
大
陸
欧
州
に
お
け
る
従
来
か
ら
の
間
接
金
融
の
優
位
に
加
え
て
、
通
貨
統
合
に
よ
る
為
替
リ
ス
ク
の
消
滅
、
金
融
統
合
に

よ
る
銀
行
の
相
互
進
出
が
背
景
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
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（
４
）
中
国

中
国
の
対
外
資
産
・
負
債
は
、
中
国
の
対
外
経
済
政
策
を
ス
ト
レ
ー
ト
に
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
外
国
企

業
を
積
極
的
に
受
け
入
れ
る
一
方
で
（
負
債
に
お
け
る
直
接
投
資
）、
そ
れ
が
輸
出
で
稼
ぐ
外
貨
を
巨
額
の
市
場
介
入
で
吸
い
上
げ

て
、
外
貨
準
備
を
積
み
上
げ
る
と
と
も
に
元
安
を
維
持
す
る
と
い
う
成
長
戦
略
で
あ
る
。

直
接
投
資
は
資
産
の
側
で
も
高
い
比
率
を
占
め
て
い
る
も
の
の
、
証
券
投
資
の
比
重
は
資
産
・
負
債
両
面
で
非
常
に
低
い
。
中
国

企
業
の
海
外
展
開
が
早
く
も
模
索
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
民
間
金
融
証
券
市
場
の
国
際
化
・
自
由
化
が
限
定
的
で
あ
る
こ
と
を
示
し

て
い
る
。

昨
年
来
、
中
国
株
式
市
場
の
混
乱
、
素
材
産
業
や
不
動
産
業
等
で
の
過
剰
在
庫
・
過
剰
債
務
問
題
が
世
界
的
な
市
場
の
動
揺
を
招

く
な
か
、
外
貨
準
備
の
減
少
が
大
き
な
注
目
を
集
め
た
。
外
貨
準
備
の
減
少
は
、
当
局
に
よ
る
「
外
貨
売
り
元
買
い
」
の
市
場
介
入

を
意
味
し
、
大
量
の
資
本
逃
避
・
元
売
り
の
発
生
を
示
唆
す
る
か
ら
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
巨
額
の
外
貨
準
備
を
擁
し
、
対
外
的
な

金
融
債
務
の
小
さ
い
中
国
で
、
ア
ジ
ア
危
機
の
よ
う
な
対
外
的
な
金
融
危
機
が
近
い
将
来
に
起
こ
る
可
能
性
は
低
い
で
あ
ろ
う
。

注（
１
）

各
国
の
国
際
収
支
統
計
は
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
が
発
表
す
る
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
も
と
づ
い
て
作
成
・
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
経
済
情

勢
の
変
化
を
受
け
て
適
宜
改
訂
さ
れ
る
。
日
本
で
は
、
一
九
九
六
年
分
か
ら
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
五
版
に
準
拠
し
て
作
成
さ
れ
て
き
た
が
、
二

〇
一
四
年
分
よ
り
第
六
版
準
拠
に
移
行
し
て
い
る
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
①
旧
「
所
得
収
支
」
は
「
第
一
次
所
得
収
支
」（
＝
投
資
収
益
＋

雇
用
者
報
酬
＋
そ
の
他
）
に
、
②
政
府
間
援
助
等
の
旧
「
経
常
移
転
収
支
」
は
「
第
二
次
所
得
収
支
」
に
名
称
変
更
さ
れ
た
。

（
２
）

近
年
、
外
国
人
観
光
客
の
急
増
が
話
題
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
確
か
に
日
本
の
「
旅
行
収
支
」
を
改
善
さ
せ
て
い
る
が
、
図
表
１
が
示
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す
よ
う
に
「
旅
行
収
支
」
を
含
む
「
サ
ー
ビ
ス
収
支
」
は
依
然
赤
字
で
あ
り
、
経
常
収
支
全
体
に
占
め
る
割
合
も
非
常
に
小
さ
い
。

（
３
）

日
本
は
、
対
外
資
産
に
お
い
て
債
券
の
比
率
が
高
い
た
め
全
体
と
し
て
の
リ
タ
ー
ン
が
低
い
だ
け
で
な
く
、
直
接
投
資
だ
け
で
見
た
収
益

率
も
英
米
と
比
較
し
て
低
い
。
福
間
他
（
二
〇
一
六
）
参
照
。
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Ｍ
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日
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局
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収
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て
」『B
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渉
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収
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。
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日
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銀
行
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際
局
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国
際
収
支
統
計
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
国
際
収
支
マ
ニ
ュ
ア
ル
第
六
版
ベ
ー
ス
）』
の
解
説
」
二
〇
一
六
年
四
月
。

日
本
の
最
近
の
国
際
収
支
、
対
外
資
産
・
負
債
残
高
に
つ
い
て
は
、

・
日
本
銀
行
国
際
局
『
二
〇
一
三
年
の
本
邦
対
外
資
産
負
債
残
高
』『B

O
J

R
eports

&
R

esearch
Papers

』
二
〇
一
四
年
五
月
。

・
日
本
銀
行
国
際
局
『
二
〇
一
三
年
の
国
際
収
支
（
速
報
）
動
向
』『B

O
J

R
eports

&
R

esearch
Papers

』
二
〇
一
四
年
二
月
。

・
日
本
銀
行
国
際
局
「
二
〇
一
四
年
の
国
際
収
支
統
計
お
よ
び
二
〇
一
四
年
末
の
本
邦
対
外
資
産
負
債
残
高
」『B

O
J

R
eports

&
R

esearch
Papers

』

二
〇
一
五
年
八
月
。

・
福
間
則
貴
・
森
下
謙
太
郎
・
中
村
武
史
「
わ
が
国
に
お
け
る
最
近
の
国
際
収
支
動
向
と
そ
の
特
徴
―
国
際
収
支
統
計
の
改
訂
・
拡
充
を
踏
ま
え
て

―
」『
日
銀
レ
ビ
ュ
ー
』
二
〇
一
六
年
五
月
。

（
い
ず
　
ひ
さ
し
・
客
員
研
究
員
）
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